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検証方式の全体概要
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■検証方法
シミュレーション系と実測系の双方で下図の配線モデルを構築し、3線の影響を検証する。
① シミュレーション系： モーメント法（MoM）を用いて配線からの放射電磁界を計算する。
② 実測系 ： シミュレーション系と同スケールのモデルをオープンサイト上に構築し、測定する。

■モデル

2線の検討結果(1)を参考に、3線での放射電磁界及びコモンモード電流を計算及び実測する。

・2線と3線による違いの検討のため、2芯及び3芯のVVFφ1.6mmケーブルを用いる。

但し、シミュレーションでは被覆はモデル化せず、裸銅線とする。

・周波数範囲は2～30MHzとし、距離3m、10m（次頁）の放射電磁界を計算・実測する。
＜参考文献＞ (1)  渡邊陽介, 徳田正満、森田淳士；分岐のない電力線モデルの平衡度と漏洩電界に対するモーメント法計算、

電子情報通信学会技術研究報告、EMCJ2005-68, pp.55-60, 2005.9.
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電圧印加線の始端/終端の処理方法（検討中）
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■評価方法

ネットワークアナライザおよびループアンテナを用いて、配線から距離3m及び10mの地点における放射電磁界を

測定する（ネットアナで通過特性として取得する。ネットアナはサンプリング検波３０回平均）。

周波数範囲は2～30MHzとする。 ループアンテナの向きはX、Y方向とする。

（シミュレーションにおいても、実測と同じ箇所での値を計算する）

■セットアップ

・配線を高さ2mに、発砲スチロールの台を使用してたわまないように配置する。

・電圧印加線の平衡／不平衡の影響を検討するため、VVF線は縦向きと横向きに配置する。
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実測系の構築および評価の方法



オープンサイト（兵庫県篠山市）
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パナソニック㈱プロダクト解析センターのオープンサイト上に実測系を構築する。

配線
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実測系の構築


